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教養コア科目（基礎セミナー、データ科学と社会など）、英語、英会話、一般教養（哲学、歴史学、経済と法、自然科学な

ど）、専門基礎科目（数学概論、生物学I、生物学実験など） 生物資源環境科学総論 

DP1：修学・進路計画能力：生
物資源環境科学科において何
を学ぶかを理解し、そのための
学習・教育プログラムを把握し
て自ら修学プランを立案でき
ます。また、関連機関・産業界
から求められる人材像を理解
し、将来の進路を自ら決定する
ことができます。 

DP2：一般基礎能
力：語学、人文、
社会系科目を含む
幅広い教養を身に
付けています。生
命倫理も学んでお
り、社会に対する
責任感を身に付け
ています。 

DP3：農学基礎能
力：農学が自然科
学や社会科学を
基礎として成り
立つ実学（実用的
学問）であること
を理解し、その基
礎的知識を身に
付けています。 

DP4：農学専門応用力：生
物資源環境科学に関する
学術分野の専門知識を有
し、知識を統合して活用で
きます。それらを用いて実
社会での諸問題の解決方
法を合理的に導き出すこ
とができる能力を身に付
けています。 

DP5：情報処理能力：農業統
計や基礎的な情報処理技術
に関する知識を有しており、
コンピュータを使ってデー
タを適切に解析し、生物生
産、環境計測・保全、農業経
営などにおける農学の諸問
題を調査・分析することがで
きます。 

DP6-1：農学研究能力：実社会にみられる農
学に係る問題に気づき、これに対して調査・
分析し、得た結果を論理的に考察することが
できます。他者と議論を重ねながら自ら解決
方法を発想して成果をあげることができま
す。また、研究経過をレポートにまとめ、わ
かりやすくプレゼンテーションすることがで
きます。 

DP6-2：現場における課題解決
力：農業や農学の対象となる現
場を理解し、そこに存在する
様々な課題を協調性をもって
解決していくことができます。
地域における将来の指導者と
なる素養を身に付けています。 

DP7：自己研鑽能力：どのよう
な状況においても、独立した個
人として活躍することができ、
自己の能力を継続して向上させ
ていこうと志向します。本学で
学ぶ論理的思考力を基に、農学
研究能力や現場対応能力を独自
に高め続けていく力を身に付け
ています。 

基礎土壌学 

基礎園芸学 
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専門英語II 

基礎農場実習 

動物栄養生理学 生物化学 細胞生化学 情報生化学 

微生物学 食糧化学 分析化学 

基礎理論系 
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作物学実験 

動物栄養学実験 

土壌学実験 

環境物理学 

園芸学 

農地保全学 

測量・地域情報

システム学 

農業市場学 

 

生物環境調節工学 

発展理論系 

農業経済学演習 

環境植物学実験 

植物病学実験 
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実験・実習系 

生物資源環境科学基礎実験 

栽培学 

植物病原菌学 

生産土壌学 応用昆虫学II 

 

地域環境情報科学特別講義 
植物病管理学 

 

 卒業論文 

家畜飼養管理学 

 

特別演習 

選択必修（講義）：16単位取得 

選択必修（実験）：4単位取得 

応用情報処理学 

農業統計学 

食品栄養学 動物遺伝育種学 

 

園芸利用学 

地域農業実習 

環境計測学 

植物育種学 

作物学汎論 

遺伝学と 

バイオテクノロジー 

作物学 

園芸学実験 

応用昆虫学実験 

農地気象環境学実験 

応用昆虫学I 
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共通教育科目 


